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（単位：億円）

１．中間連結決算の概要１．中間連結決算の概要

２

１５

０

(4.0%) ２９

(4.8%) ３４

７２３

2003年度
上　期（A）

＋１６

△１０

０

(+23.0%)　 　＋６

(+24.4%)　 　＋８

(+7.3%)　＋５３

対前年同期
(%)   （B）－（A）

１８当期純利益

５

０

(4.6%) ３６

(5.6%) ４３

７７６

2004年度
上　期（B）

　 特別損失

経常利益

売上高

　特別利益

営業利益

２

事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益売上・営業利益

（4.8%）　　３４
７２３

（ － ）　　　０

８７

３０

５７

　（6.7%）　　２４
３６５

１１５

２５０

（3.8%）　　１０
２７１

７８

６６

１２６

2003年度
上期(A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

(%)　　 (B)－(A)

(＋24.4%)　 　　＋８

(  ＋7.3%) 　　＋５３

(  　－ 　)  　 　　　０

(  △2.6%)   　　 △２

(  △6.7%) 　 　△２

(    － )   　　　　０

(＋23.6%) 　 　　＋６

(  ＋8.3%) 　 　＋３０

(＋14.7%)  　 ＋１７

(  ＋5.4%) 　 ＋１３

( ＋35.6%)  　 　＋４

(   ＋9.2%) 　 　＋２５

( △17.7%)  　　△１３

　( ＋49.3%)　　　＋３３

(　＋4.7%)  　 　　＋６

対前年同期

７７６売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 ５７材

料

他

２８

８５

（ － ）　　　０

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ２６３部

品

１３２

３９５

（7.6%）　　３０

（4.7%）　　１４
２９６計

機

械

工

具

（5.6%）　　４３

６５

９９

１３２

2004年度
上期(B)

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

（単位：億円）

３
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会社の所在地別の概況会社の所在地別の概況

７２３

△２５１

９７４

４０３

１６９

２８

３３

１０７

２３４

１４９

８５

５７１

2003年度
上期（A）

７７６

△２９３

１,０６９

４４２

１４９

３１

３５

８４

２９２

１６２

１３０

６２７

2004年度
上期（B）

計

△４２消　　　去

アジア

欧　州

米　州

生産会社

販売会社

　

海
　
外

　

国
　
内

＋９５小　　　計

＋３９

＋５８

＋４５　
　

子
　
会
　
社

＋５３連結売上高

＋３

△２３

＋５６単　　　独

△２０

＋２

＋１３

増　減　
（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

３４

２

３２

１１

５

２

０

３

６

５

１

２１

2003年度
上期（A）

計

△１１連結調整

アジア

欧　州

米　州

生産会社

販売会社

　
海
　
外

　
国
　
内

１０４２小　　　計

＋３１４

＋２８

＋２３　
　
子
　
会
　
社

８４３連結営業利益

０２

０３

＋７２８単　　　独

＋１６

＋１１

０５

増　減　
（B）－（A）

2004年度
上期（B）

○営業利益 （単位：億円）

４

主要事業の売上高主要事業の売上高　　（マシニング）（マシニング）

＜工具＞
・自動車業界向けの歯切工具が堅調。
・ラウンドツール(ドリル、エンドミル)は、
住友電工H/Mとの協同開発品を
中心とした高機能品が拡大。
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66 67
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（単位：億円）

＜ロボット＞
・アメリカＢＩＧ３の設備投資が
　端境期へ。
・国内は、自動車向けの需要が
堅調だが、採算性を重視し、
　案件の選別をすすめる。

＜工作機械＞
・ＧＰＡ（歯車加工一括ライン）案件を
　受注・売上計上。
・精密レンズ用や液晶導光板用の
　超精密加工機械が大幅に拡大。

５

2003上 2003下 2004上 2003上 2003下 2004上 2003上 2003下 2004上

工　　具

工作機械
ロボット
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主要事業の売上高主要事業の売上高　　（機能部品・マテリアル）（機能部品・マテリアル）
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６

ベアリング

油圧機器 材料その他

（単位：億円）

2003上 2003下 2004上 2003上 2003下 2004上 2003上 2003下 2004上

＜ベアリング＞
・自動車用高機能ベアリングは、
　国内、海外とも、ひき続き拡大。
　世界三極で生産体制を拡充。
・産業機械向けも、高水準で推移。

＜材料その他＞
・特殊鋼、工業炉とも、採算性を
重視し、案件の選別をすすめる。

＜油圧機器＞
・国内は、建設機械、産業機械向けの
回復を受けて拡大。
・海外も、ヨーロッパの建設機械、
アジアの産業機械向けが堅調。

20

0

40

60

営業利益の増減要因営業利益の増減要因

７

億円

2004年度
上期実績

2003年度
上期実績

43

34

＋22

△6

＋８億円

営業利益の増

コストダウン

売上・生産の増

＋14

販売価格の低下

固定費の増

為替の影響　△4

原材料価格のアップ　△3

△10
販管費の増　△5
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2003年上 2003年下 2004年上

46

414

57%

263

36%

45
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58%
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　戦略区分別売上高（新ベース）　戦略区分別売上高（新ベース）億円

８

2003年上 2003年下 2004年上

178

21

149
21%

375
52%

169

40

167
21%

401
52%

164

28

157
21%

393
53%

0

100
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市場別売上高市場別売上高

億円

戦略区分別・市場別の売上高戦略区分別・市場別の売上高

競争優位商品

基盤商品

輸送機械

産業機械

市販　

その他

電機・
電子

（単位：億円）

20042004年年1111月期の計画月期の計画

１８

１７

１

(4.2%)    ６２

(5.2%)    ７６

１,４６６

2003年度
実　績(A)

△1－　 特別利益

＋２２４０当期純利益

△８

(＋20.9%)　＋１３

(＋17.4%)　＋１３

(＋6.4%) 　＋９３

増　減
(%)   （B）－（A）

９　 特別損失

(4.8%)       ７５経常利益

１,５６０売上高

(5.8%)      ９０営業利益

2004年度　
計　画(B)

９
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(5.2%)　 　７６

１,４６６
(0.5%)        １

１７０

６０

１１０

(6.7%) ５０

７５１

２４０

５１０

(4.6%) ２５

５４４

１５６

１３３

２５４

2003年度
実　績(A)

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

営 業 利 益

売

上

高

（＋17.4%）　　＋１３

（ ＋6.4%）　　＋９３

（　 －　 ）　　　＋１

（ △1.1%）　　　△１

（ △3.3%）　　　△２

（ ＋0.1%）　　　＋１

（＋22.0%）　　＋１１

（ ＋7.7%）　　＋５８

（＋11.8%）　　＋２８

（ ＋5.8%）　　＋３０

（＋12.0%）　　　＋３

（ ＋6.8%） 　 ＋３８

（△14.2%） 　 △２２

（＋35.2%）　　＋４７

（ ＋5.0%）　　＋１３

増　減　

(%)　　 (B)－(A)

１,５６０売 上 高 合 計

計

そ の 他

特 殊 鋼 １１１材

料

５８

１６９

(1.2%)　 　２

計

油 圧 機 器

ベ ア リ ン グ ５４０部

品

２６９

８０９

(7.6%)　 ６１

(4.8%)　 ２８
５８１計

機

械

工

具

(5.8%)　 ９０

１３４

１８０

２６７

2004年度
計　画（B）

ロ ボ ッ ト

工 作 機 械

工 具

営 業 利 益 合 計

（単位：億円）

１０

事業セグメント別事業セグメント別 売上・営業利益計画売上・営業利益計画

会社の所在地別の計画会社の所在地別の計画

１,４６６

△５０２

１,９６８

８１１

３２８

５５

６７

２０５

４８３

３０４

１７９

１,１５７

2003年度

実　績（A）

１,５６０

△５７６

２,１３６

８８１

３１０

６６

６９

１７６

５７０

３３０

２３９

１,２５５

2004年度

計　画（B）

計

△７４消　　　去

アジア

欧　州

米　州

生産会社

販売会社

　
海
　
外

　
国
　
内

＋１６８小　　　計

＋７０

＋８７

＋６０　
　
子
　
会
　
社

＋９３連結売上高

＋１１

△２９

＋９８単　　　独

△１８

＋２

＋２６

増　減

（B）－（A）

○売上高 （単位：億円）

７６

２

７３

２２

９

２

△１

９

１３

１１

３

５０

2003年度

実　績（A）

計

△１１連結調整

アジア

欧　州

米　州

生産会社

販売会社

　
海
　
外

　
国
　
内

＋１５８９小　　　計

＋６２９

＋３１７

＋３６　
　
子
　
会
　
社

＋１３９０連結営業利益

＋２４

△１８

＋１０６０単　　　独

＋３１３

＋２１

０１１

増　減

（B）－（A）

2004年度

計　画（B）

○営業利益 （単位：億円）

１１
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５,３２０

３４

２.１

５９９

６.４

　５.４

2003年度
実　績

人

％

倍

％

％

３３海 外 事 業 比 率

５,２７０人 員

５７０有 利 子 負 債

　　６.１Ｒ Ｏ Ａ

１.８Ｄ / Ｅ レ シ オ

１２.５Ｒ Ｏ Ｅ

2004年度
計　画

（単位：億円）

１２

20042004年年1111月期　経営指標月期　経営指標

第２部　第２部　20042004年度の経営のとり組み年度の経営のとり組み

１３

　　収益基盤の強化と

　　　成長分野に対するとり組み

　　　　　　１．自動車業界

　　　　　　２．産業機械業界

　　　　　　３．電機・電子業界
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１４

市場別の売上高市場別の売上高

2002年 2003年 2004年

327

33

261

19%

718

54%

345

85

337

22%

794

51%

342

49

306

21%

769

52%

0

200
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1,000

1,200

1,400

1,600

市場別売上高市場別売上高
億円

市販　

その他

電機・電子
１.７倍

産業機械

+１０.１%

輸送機械

+３.２%

○国内向けの売上が拡大

　・ものづくりの国内回帰

　・とくに、自動車、産業機械、

　デジタル家電業界が牽引

＜自動車・産業機械＞

　・工具・工作機械が拡大

　 (ＧＰＡ効果)

　・ベアリング、油圧機器の増

＜デジタル家電＞

　・超精密加工機械の拡大

　　非球面加工機、

　　ナノ・グルーバなど

収益基盤の強化収益基盤の強化

１５

当社の収益基盤として、自動車、産業機械業界向けの事業を拡充

　○ＧＰＡ活動のよこ展開（マシニング事業）

　　　　・ 日系を中心とした海外案件への対応強化

　　　　　 アセアン、中国の販売体制を強化

　　　　・ 生産面：精密工具の生産体制を強化
　

　　・ メンテナンス・サービス拠点を拡充

○自動車用高機能ベアリングの世界供給能力を増強

　　　・ カーエアコン用：日本、上海、タイ、チェコ

　　　・ 等速ジョイント用：日本、アメリカ、チェコ

　・ カーコントロールバルブ事業を拡大

カーエアコン軸受工場

２００４年５月竣工

１．１． 自動車業界向けの事業自動車業界向けの事業 GPA導入事例
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１６

・プレス機用パワーマイスター・印刷機用精密ベアリングその他

・走行モーター、旋回モーター

　可変ピストンポンプ

・球面軸受建設機械

・パワーマイスター、油圧ユニット・シール付きサポートベアリング射出成形機

・油圧バルブ、油圧ユニット、

　可変ピストンポンプ

・シール付きサポートベアリング

・工作機械用精密ベアリング

工作機械

油圧機器ベアリング

・産業機械の高機能化、高信頼性に貢献する
　　・高速、高精度、高負荷、長寿命、軽量、コンパクトを追求

　　　　・要素部品をはじめ、マシニング、材料事業など全事業で

　　　　 ものづくりに貢献 → 安定した収益の柱へ

・生産体制の強化

　　・ 油圧バルブ工場を竣工、生産開始（４月）

　　・ 韓国合弁会社と油圧バルブのＯＥＭ生産を開始

球面軸受

ﾊﾟﾜｰﾏｲｽﾀｰ

２．２． 産業機械業界向けの事業産業機械業界向けの事業

１７

・ナノ・グルーバ

・大型ガラス基板搬送用ロボット

・大型化、高画質化

　ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ競争の激化

・液晶ﾊﾟﾈﾙ

・スライサ

・ナノ・フェーサ

・ジェットフィニッシャ

・ＨＤＤの需要拡大

　ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞｰ、ｶｰﾅﾋﾞ等

・光通信の本格化

・HDD、光通信

・レンズの高精度化

　デジカメ、ＤＶＤ用

市場動向

・非球面加工機・精密レンズ

　

ねらいの市場 重点商品

○デジタル家電向けの主要商品

ナノ・グルーバ ナノ・フェーサ ジェット・フィニッシャ

電機・電子分野へのとり組み電機・電子分野へのとり組み
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１８

　電機・電子分野を、自動車、産業機械に次ぐ事業の柱として、

　戦力を重点投入する。

○ プレシジョン事業プレシジョン事業

　　　独自のコア技術である油静圧ねじ（サブナノレベルの分解能）を活かし、

　　　デジタル家電向けを中心に、事業の拡大をすすめる。

　　　　・精密レンズ向け－ 非球面加工機の生産能力を拡大　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・液晶導光板向け－ナノ・グルーバの生産能力を拡大

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・新商品の市場投入

　　　　　　　　光通信向け－ナノ・フェーサ（５月発売）

○ ロボット事業ロボット事業

　　　　　機械メーカーであるつよみを発揮→大型ロボット

　　　　・第７世代ガラス基板搬送用ロボットを市場投入

　　　　　　サムスン電子へ納入開始
大型ｶﾞﾗｽ基板搬送用ﾛﾎﾞｯﾄ

１９

ナチ不二越の新商品ナチ不二越の新商品

ベアリングの転がり技術と油圧の制御技術を融合
精密機器を地震から守る免震台システム

マグニクレードル
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hhｔｔｐｔｔｐ://://www.nachiwww.nachi--fujikoshi.co.jp/fujikoshi.co.jp/

問い合わせ先　　　経営企画部　問い合わせ先　　　経営企画部　

ＴＥＬＴＥＬ ０３－３４３５－５０５００３－３４３５－５０５０

ＦＡＸＦＡＸ ０３－３４３５－５１４４０３－３４３５－５１４４

EE-mail     kikaku@tky.nachi-fujikoshi.co.jp

本資料には、将来の業績見通し、事業計画等を記載しておりますが、
現時点での経済環境や事業方針など一定の前提にもとづいて作成
しております。
従いまして、実際の業績は、需要変動や為替変動などの様々な要素
により、業績見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき下さい。


